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＜練習１＞次の直角三角形の残りの辺の長さを求めなさい。

① A ② D

3cm

3cm F

B C E 4cm
4cm

答 答

＜練習２＞次の長さを３辺とする三角形のうち、直角三角形はどれですか。

① 1cm、2cm、 cm ② 2cm、3cm、4cm

＜練習３＞AB＝10cm、∠B＝60°、∠C＝45°の△ABCがある。高さAHと、

２辺BC，CAの長さを求めなさい。また、△ABCの面積を求めなさい。
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AH＝ BS＝ CA＝ 面積 cm２

＜練習４＞半径6cmの円Ｏと、中心から9cm離れた点Ａがあります。点Ａから円Ｏに接

線をＢとします。このとき、線分ABの長さを求めなさい。
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＜練習５＞底面が１辺８cmの正方形で、他の辺の長さがすべて９cmの正四角錐がありま

す。この正四角錐の高さと体積を求めなさい。
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8cm
8cm

高さ 体積

＜練習６＞まわりの長さが24cmの直角三角形があります。斜辺の長さが10cmであると

き、他の２辺の長さを求めなさい。

10cm

他の2辺

＜練習７＞次の図は、円錐の展開図で、側面の部分は、半径９cm、中心角120°のおう

ぎ形です。これを組み立ててできる円錐の体積を求めなさい。

9cm 120°

体積


